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 ⅰ 本稿は、Michel Callon, Fabian Muniesa （ 2003） “Les marchés économiques comme dispositifs collectifs de 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1） 我々はこのテキストの様々なバージョンについてコメントしてくれた多くの人々、とりわけ Distributed 
Collective Practices Conference （San Diego, fevrier 2002）、 New York Conference on the Social Studies of 
Finances （University of Columbia, mai 2002）、Workshop on Market（-ing） Practice in Shaping Markets 
（Stockholm, juin, 2003）での議論に参加してくれた人々に感謝する。
2） このことはとりわけ競売の場合に可視的になる（Smith 1989, pp.15-16）。
3） 「妥協のデバイス」として、たんに市場だけでなく経済組織全般を提示することで、L. テヴノ（Thevenot 
2001）は、合成的なアレンジメントがいかにして、様々な価値秩序の間での決定的な緊張に直面しな
ければならないかを示している。
4） Mirowski et Somefun （1998）での引用。
5） Guerrien （1999）の批判を参照。




8） 例えば以下を参照。Miller （1998）, Knorr-Cetina & Bruegger （2002）.
9） Benveniste （1993） t.1, p.151-154.
10） バンヴェニストによれば、「計算 compte」という単語の本質的な二つのラテン語の語源は、ducoと puto









11） Latour （1995）, Bowker & Star （1999）.
12） Campbell-Kelly & Aspray （1996）, pp.15-20.
13） Beunza & Stark （2003）, Godechot, Hassoun et Muniesa （2000）.
















す（Strathern 1999, p.4 が示すように）。






22） Cochoy et Dubuisson-Quellier （2000）.
23） インターネット利用者の軌跡の同定と追跡、分析の技術がその好例である（例えば、的を絞ったマー
ケティング戦略の場合において）。
24） Millerはこのことを見てはいないが（Slater 2002）、言及することでこれを的確に強調している（Miller 2002）。
25） Millo （2003）, Mackenzie et Millo （2003）も参照。











29） Callon, Meadel et Rabeharisoa （2000）.
30） Christian Licoppeと Charles Smithは、電子商取引を特徴づけるために「定義上の市場」というターム
を採用したときに、軌を一にしている。Licoppe （2001）, Smith （2003）.
31） フランス語での提示としては以下を参照。Conein, Dodier et Thevenot （1993）, Hutchin （1994）, Conein 
et Thevenot （1997）.











36） 以下を参照。Godechot （ 2000, 2001）, Martin （ 2002）, Zaloom （ 2003）, Beunza & Stark（2003）, Knorr-
Cetina et Bruegger （2003）.
37） Lave, Murtaugh et De La Rocha （1984）.
38） 例えば以下を参照。Mallard （2000, 2002）, Karpik （2000）, Cochoy （2002）, Barrey （2002）, Callon, Meadel 
et Rabeharisoa （2000）, Teil （2001）.









41） 我々は、今や周知となっている golden boysの事例を考えている。これは 1970 ～ 80 年代においてウォ
ール・ストリートで金融ゲームの秩序を転換させたのである。
42） 金融市場の事例についてのよい説明としては、Lepinay et Rousseau （2000）を参照せよ。またMirowski 
（2003）においてコメントされている競売の検索エンジンと自動装置の事例も参照。
43） Lave （1988）, Licoppe, Pharabod et Assadi （2002）, p.120.
44） 同一の消費者が、同じ一連の購買において、ある購買タイプから別のタイプへと変化することができ
る。電子商取引についての近年の研究は、インターネット利用者はかなり前者のタイプの行動を採用
していることを示す傾向にある（Licoppe, Pharabode et Assaki 2002）。
45） Bourdieu （2000）第 4章。








カニズムは、ワルラスの理論的構築物には欠如している。例えば Teira Serrano （2001）を参照。






51） ここで我々は、Mirowski et Somefun （1998）及びMuniesa （2003）に提示されている議論を再録し、補
完している。
52） 例えば二重競売の可能なアルゴリズム的布置の多様性についてはMuniesa（2003）を参照。
53） 金融市場における、またインターネット上での競売メカニズムの説明の事例については Domowitz et 
計算の集合的装置としての経済市場
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Wang （1994）, Lucking-Reiley （2000）を参照せよ。
54） この事例はMuniesa （2003）から引用されている。
55） この点については Favereau （1989）, Orléan （1999）, pp.31-44 も参照せよ。
56） この場合、価格は固定されており、したがって財の格付けの一部をなしている。
57） Collins （1992）, Schaffer （1995）.
58） Knuth （1996）, p.59.
59） Lee （1998）, Muniesa （2003）.
60） Domowitz & Madhavan （2001）.
61） Kirman （2001）, p.157.
62） 調査の時点で、市場は、朝 2時から 6時まで、毎日開かれていた。
63） Kirman （2001）, p.163.




66） この点については既に Callon （1998）で検討されている。
67） Callon, Lascoumes et Barthe （2001）, Barry （2001）.
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